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会百
平
成
ノ
大
造
営

ノ
島
を
遥
か
に
拝
す
る
好
天
の
な
か

厳
粛
裡
に
斎
行

中
津
宮
の
摂
社
で
あ
る
御
嶽
神
社
は
、
大
島
の
最
高
峰
・

御
嶽
山
々
頂
に
鎮
座
し
、
淵
津
姫
神
の
荒
魂
、
天
照
大
神
の

二
柱
を
お
祀
り
し
て
い
る
。
本
殿
は
前
回
の
修
復
か
ら
長
い

年
月
が
経
過
し
、
各
所
に

腐
朽
が
見
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
為
、
「
平
成
ノ

大
造
営
」
事
業
の
一
環
と

し
て
こ
の
度
修
復
を
行
う

こ
と
と
な
っ
た
。

祭
典
当
日
の
七
月
三

日
、
晴
天
に
恵
ま
れ
御
嶽

山
上
か
ら
は
遠
く
沖
ノ
島

を
拝
す
る
こ
と
も
出
来
た
。

午
後
七
時
よ
り
御
嶽
神
社

本
殿
に
て
権
宮
司
以
下
神

時
満
ち
て

道
ひ
ら
く

口
閂b
]
叫

す
る
自
然
災
害
の
中
で
、
改
め
て
山
に
対
す
る
畏

怖
と
感
謝
を
意
識
す
る
事
は
必
要
と
感
じ
る
マ

神
道
に
お
い
て
も
山
に
対
す
る
信
仰
は
多
様
な

形
態
が
あ
る
、
古
来
山
岳
は
神
霊
の
住
ま
う
世

界
と
し
て
崇
め
ら
れ
山
麓
で
祭
祀
が
行
わ
れ
、
そ

の
御
霊
は
農
耕
を
守
る
水
分
神
、
あ
る
い
は
祖
霊

と
考
え
ら
れ
信
仰
の
対
象
と
さ
れ
て
き
た
マ
ハ

月
一
日
、
当
社
中
津
宮
の
荒
魂
・
祖
神
天
照
大
神

を
祀
る
摂
社
御
嶽
神
社
の
遷
座
祭
が
斎
行
さ
れ

た
▼
大
島
の
氏
子
は
そ
の
大
半
が
漁
業
従
事
者
で

あ
り
、
海
へ
の
信
仰
が
自
立
つ
が
、
御
嶽
神
社
は

大
島
の
最
高
峰
御
嶽
山
（
ニ
ニ
四
メ
ー
ト
ル
）
に
鎮

座
し
、
古
く
か
ら
農
業
に
関
連
し
た
信
仰
を
受

け
、
中
津
宮
の
嶽
神
（
山
神
）
と
し
て
存
在
し
、
流

津
姫
神
の
和
魂
・
荒
魂
は
夫
々
に
大
島
の
海
・
山

の
大
自
然
を
主
領
く
お
働
き
を
担
っ
た
▼
数
年
前

に
は
御
嶽
山
遺
跡
か
ら
沖
ノ
島
の
古
代
祭
祀
迫

跡
と
同
様
の
神
宝
が
大
量
に
出
土
し
、
沖
ノ
島
祭

祀
遠
跡
と
の
密
接
な
関
連
が
判
明
し
た
事
か
ら

も
、
特
別
に
神
聖
視
さ
れ
て
い
た
山
で
あ
っ
た
こ

と
が
伺
え
る
▼
山
は
直
接
の
信
仰
対
象
で
あ
る

と
共
に
、
水
害
等
の
災
害
か
ら
集
落
を
守
り
、
更

に
生
活
に
聾
か
な
水
の
恩
恵
を
も
た
ら
し
て
く

れ
る
▼
大
自
然
の
神
の
お
力
は
時
に
我
々
人
間
に

試
練
を
与
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
睾
か
な
恵
は
計

り
知
れ
な
い
了
海
山
の
二
大
自
然
が
対
立
す
る
と
、

一
方
が
大
洪
水
で
戒
め
る
「
海
幸
彦
・
山
幸
彦
」

の
神
話
に
も
見
ら
れ
る
が
、
自
然
全
て
に
等
し
く

祈
り
を
捧
げ
日
々
の
平
穂
に
感
謝
し
た
い
。
（
長
）

宗像大社ホームページ http://www.munakata-taisha.or.jp/ 
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し 津に座職
‘修宮お祭七
八復本かが名
月は殿れ斎奉

五肯：互嬰翡
禾四さ同九下
殿i王り貸御仮
遷終勺、祭殿
座了 中神遷
..................................................... 

姿り 出員てそり
の‘当でを大し祇七

農誓且塁闊魯ご冒見
がが好が中区のが五
続近天奉津山神斎日
々つの納宮笠塵一午
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四終例け声たてれか°に五笠人図さりに゜典下会さし
時え四回をち勇‘ら沿島台がまにれ元は は関ムれ‘
畏孟位だ靡［靡唇菜農塁闊引｀房虐島盃 門悶言天;
は笠を な声み勢をは疾笠力‘を子、心小 無が宮島む
子は巡 がで、い掛各走が丸存嬰ょ 9 悶 贔雷虐悶塁

‘．よ l /＾＾疇邑遍ユ璽 <`<
了本ゃをに
し年か―納

ts 臭贔塁め
島気烹昇
祇を上る
園帯げと
山び、、

中
津
宮

祗
園
祭
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神磯日 s 
畠霊佑1 責三巫
9 子神七 日

そ．、靡［ [ : 唇女
をお協日

［言］！ク[7][:]: ................................................................................................. 

会 締はを祭季る 剣も導
講磯め本ごに大--,本なそ 頂i
師部＜殿指て祭嬰年表れ < 
と先くに導奉最 も情に
し生つて頂奏後の恒で応 S 
てはナこ奉きすの 9 例受ぇだら的に
、神゜奏、る高に祭講るきごな対
住社 し最冦宮加でしょ、杵 す
吉音 温終久神ぇ奉ナこう巫』姿る
神楽 習日舞奈、奏゜に女ぃ勢基
社協 をに一備秋す 真達たか本

......................................................................................... 

た重くに で神職指面
いねた成来御社と導岡
゜更め長年奉宕しを一
な‘しの仕次てさ等
る今た講さ城櫻れで
研後姿習れ県川な神
鑽もを会て櫻磯が楽
に温ごでい川部ら舞
励習覧は召市稲、の
みを頂更 —村神ご

六
月
二
十
八
日
、
宗
像
観
丁
こ
多
く
の
家
族
連
れ
が
訪
れ

光
協
会
・
玄
海
ホ
テ
ル
旅
館
丁
大
い
に
賑
う
。
ル
ー
ル
と
マ

組
合
・
神
湊
飲
食
店
組
合
主
丁
ナ
ー
を
守
っ
て
楽
し
い
夏
の

催
の
海
開
き
神
事
が
行
わ
れ
、
二
思
い
出
を
作
っ
て
頂
き
た
い
。

当
大
社
神
職
が
宗
像
市
神
湊

b
Aゞ
‘
`
t
ヽ
ー
、
一
i
-
—

` 

海
岸
の
砂
浜
に
出
向
し
、
今
f
-

シ
ー
ズ
ン
の
海
と
人
の
安
全
、
斗
｛
．
p

宗
像
地
域
の
活
性
化
を
祈
念
J
こ

し
た
。
祭
典
終
了
後
に
は
、

ぷ
竺

深
浜
海
岸
、
江
口
浜
、
勝
浦
¢
;、A

海
岸
を
其
々
祓
い
清
め
た
。

玄
海
国
定
公
園
に
属
す
る

景
観
地
で
あ
る
宗
像
の
海
水

浴
場
に
は
、
夏
休
み
に
入
る

宗
像
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一
全
国
氏
子
青
年
協
議
会
長
崎
大
会

曜
一
当
社
氏
子
青
年
会
よ
り
十
一
名
出
席

日月児
七
月
九
日
（
土
）
午
後
一
時
二
政
則
会
長
を
は
じ
め
十
名
が

8
四
十
五
分
、
全
国
氏
子
青
年
一
出
席
し
た
。

月
i年

一
8
一
協
議
会
の
第
五
十
四
回
定
期
一
式
中
で
は
、
第
十
九
期
指

竺
大
会
が
長
崎
県
長
崎
市
に
て
こ
定
氏
子
青
年
会
の
交
付
に
お

ー
開
催
さ
れ
た
。
神
社
本
庁
田
□
い
て
、
安
井
貴
之
理
事
が
壇

一
中
恒
清
総
長
他
の
ご
臨
席
を
一
上
に
上
が
り
指
定
証
を
う
け

一
仰
ぎ
、
全
国
七
十
六
単
位
会
：
た
。
そ
の
後
、
総
会
に
て
承

一
よ
り
約
五
百
人
が
参
加
、
当
二
認
さ
れ
た
、
昨
年
度
の
事
業

象
大
社
よ
り
氏
子
青
年
会
田
村
」
報
告
、
組
織
活
動
の
強
化
を

目
的
と
し
た

財
政
基
盤
の
丁
会
が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
、

Z

確
立
な
ど
を
―
一
同
聖
寿
万
歳
を
行
い
、
大

M
 

盛
り
込
ん
だ

□会
は
盛
大
裡
に
終
了
し
た
。

宗

平
成
二
十
八
一
翌
十
日
、
当
大
社
氏
子
青

年
度
事
業
計
こ
ヰ
会
員
は
長
崎
市
内
を
観
光

画
が
報
告
さ
：
し
帰
路
に
着
い
た
。

れ
た
。
午
後
一
今
回
、
全
国
氏
子
青
年
協

四
時
、
櫻
井
]
議
会
の
指
定
交
付
を
う
け
、

よ
し
こ
講
師
一
活
動
の
幅
を
広
げ
、
一
層
の

に
よ
る
「
私

□
神
明
奉
仕
と
全
国
氏
子
青
年

た
ち
が
目
指
丁
と
の
交
流
を
深
め
、
本
会
発

す
国
の
か
た
＝
展
の
為
微
力
な
が
ら
力
を
尽

ち
」
を
演
題
：
く
す
所
存
に
て
当
会
会
員
一

に
記
念
公
演
一
同
決
意
を
新
た
に
し
た
。

全国氏子青年協議会第54回定期大会長崎大会

氏
子
評
議
員
会

一六
月
二
十
二
日
、
本
年
度
：
き
、
大
祓
式
並
夏
越
祭
へ
向

一
回
目
の
氏
子
評
議
員
会
が
こ
り
、
配
布
•
取
り
纏
め
に
御

置
鮎
会
長
以
下
六
十
九
名
出

□
尽
力
頂
い
た
。

席
の
も
と
当
大
社
清
明
殿
に
一
人
形
配
布
作
業
等
に
お
カ

て
開
催
さ
れ
た
。
議
事
で
は
こ
添
え
を
頂
い
た
皆
様
方
に
は

七
月
三
十
一
日
の
大
祓
式
並
―
紙
面
を
以
っ
て
御
礼
の
ご
挨

夏
越
祭
に
つ
い
て
事
務
局
よ
こ
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

り
説
明
が
あ
り

旧
宗
像
郡
内
に

配
布
す
る
人
形
・

献
米
袋
の
取
り

纏
め
の
ご
理
解

ご
協
力
の
依
頼

が
な
さ
れ
た
。
一

ま
た
、
氏
子
｝

会
研
修
旅
行
の

件
に
つ
い
て
も

審
議
、
報
告
が

な
さ
れ
た
。

会
議
終
了

後
、
各
評
議
員

に
担
当
地
区
の

人
形
・
献
米
袋

を
お
持
帰
り
頂
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が心の年 行献氏大
私にお協こさ供子社去
達行祭議のれ米青のる
のわり＾事た御年神六
生れが巳業゜田協田月
命て農ぉは 植議に十
のお耕ぃ全 ぇ会て九
糧り儀て国 神神‘日

ーミ名頁嬰祠撃 累喜冒蓋
宍こ虞iる物中社青 斎穀県像

冒青戸：一叫
RKB毎日放送創立65周年記念

条属•沖ノ島
「神宿る島」宗像・沖ノ島と関連遺産群

世界遺産登録推薦決定記念事業
2016年

9月17日［土J -11月28日［月］
開館時間 9:00~17:00 （入場は16:30まで）

＊ただし 9月 17 日（土）は開会式のため、

一般入揚は午前 11 時30 分より

一抽喝霞9M缶9一
◆8月 1 日（月）～ 9月 1 1 日（日）
展示替え作業の為一部閉館

◆9月 12日（月）～ 9月 16 日（金）
完全閉館

大国全農

当
社
神
田
に
て
神
宮
献
供
米
御
田
植
え
祭
斎
行

S

福
岡
県
氏
子
青
年
協
議
会
会
員
五
十
名
参
列
s
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一

一

1 第40回全国かるた競技宗像大会成績表 I 

■俎帳油ぼ遭優勝鶴田紗恵（九州かるた協会）
••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
·ぽM北年■H憂勝野口菜々（熊本県かるた協会）

優勝三苫知紘（大分県かるた協会）
........................................................................................................................................................................... 

·涌駐星遭l 優勝辻優美花（九州かるた協会）
升永有香（九州かるた協会）

................................................................................................. 

勝高島冴月（佐賀かるた会・佐賀県）
片山 飛鳥（長崎海星高校・長崎県）
佐伯 実杜（佐賀かるた会・佐賀県）
福島 幸奈（行橋かるた会・福岡県）
松本好海（五島高校・長崎県）
岡田 梨那（熊本西高校・熊本県）

勝松野ゆい（海星中学校・長崎）
松山一花（須恵茜会・福岡）
小川 優吾（宇美かるた会・福岡）
大江 海咲（はかたもみぢ会・福岡）

................................................................................................................................. 

'”ま坪遭優勝宮副叶和子（はかたもみぢ会・福岡）
小谷加恋（須恵茜会・福岡）

”和＂W団壇優

〖嗣喝9利屯司優

六
月
十
八
・
十
九
・
ニ
十
六
一
大
会
は
、
一
日
目
に

D
級
、
：
ち
負
け
だ
け
で
な
く
礼
儀

の
三
日
間
、
第
四
十
回
宗
像
ニ
一
日
目
に

C
.
E

・
シ
ニ
ア
級
、
：
作
法
に
お
い
て
も
、
上
級
者

大
社
小
倉
百
人
一
首
か
る
た
ニ
―
―
日
目
に
A
.
B

級
と
階
級
i
に
ふ
さ
わ
し
い
試
合
が
行
わ

大
会
（
主
催
1
1

宗
像
大
社
、
二
J
と
に
日
を
分
け
て
開
催
さ
：
れ
た
。

一
般
社
団
法
人
全
日
本
か
る
：
れ
、
参
加
し
た
五

0
0

名
の
一
今
大
会
も
昨
年
と
同
様
一

r
-f

た
協
会
）
が
開
催
さ
れ
、
約
こ
選
手
は
、
大
神
様
に
見
守
ら
二
参
加
者
多
数
の
為
、
会
場
は
｛
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

五
0
0
人
に
も
の
ぼ
る
参
加
：
れ
な
が
ら
御
神
前
で
日
々
の
丁
大
変
混
雑
し
た
が
、
大
会
関
f
E
会
式
後
に
は
、
選
手
ら
は

者
が
当
社
に
集
い
、
朝
か
ら
二
練
習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
こ
係
者
、
選
手
の
協
力
に
よ
り
二
且
い
に
健
闘
を
称
え
あ
い
、

夕
刻
ま
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
丁
し
た
。
特
に
A
.
B

級
で
は
レ
ニ
二
日
間
と
も
滞
る
こ
と
な
く
丁
大
社
を
後
に
し
た
。

ら
れ
た
。
：
ベ
ル
の
高
い
攻
防
が
続
き
、
勝
一

S

総
勢
五
0
0

名
が
熱
戦
繰
り
広
げ
る
S

小
倉
百
人
首
か
る
た
大
会

開
催

1
0、
0
0
0
円

宗
像
市

福
岡
市

国
立
市

六
、0
0
0
円

茨
木
市

五
、0
0
0
円

横
浜
市

宗
像
市

四
、
0
0
0
円

宗
像
市

三
、0
0
0
円

久
留
米
市

二
、0
0
0
円

尼
崎
市

三
浦
市

岡
崎
市

岡
崎
市

岡
崎
市

福
岡
市

奈
良
市

た
つ
の
市

湖
南
市

久
留
米
市

熊
本
市

岩
出
市

上
西
光
洋

飯
田
一
生

鈴
木
茂
生

鈴
木
誠
次

鈴
木
か
る

柴
田
勝
久

岡
野
賓

松
田
崇

岡
本
明
一

田
中
浩
規

大
橋
工

黒
山
哲
彊

國
分
保
夫

大
谷
絵
理

大
橋
昭
彦

吉
田
一
直

占
部
博

岩
見
貴
史

百
岳
洋
祐

矢
尾
寛
明
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次と神六がてて

1 岱農塁且：且繋氣国 : 
塁塁麗腐［盆開は家神青
畠 9 霊晨：元桂原 武年
う顕徳当り神基盆安天全
と、予贔怠二塁 9 はや皇国の、ぶ。千皇建い乎二協

名円戸 ん：三デ→]日］［｀；い：
が社原神百位年雨前祈継し青窟手t g儡靡悶塁麿；夕又年

磁息誓塁羞喜嘉忍汎贔府｀凪賢臼謡［鵞｀喜畠麗責;i馨茫神参国え長道‘は関気思も；をに同宮業武協ヵ
t: □ 集合畠畠闊：儡。悶閤摩り、悶塁儡は国塁 9 誓貸行；

........................................................................................................................................................................................................................... 

奈神本一青宮橿分中間た とを的るをは奉ん本祭同い神山
良社殿〇協司原斎‘も雨当な越で事揃少仕だ殿典はた宮東一
県本へ七役以神館笠見も日つえもがぇなは゜に奉白゜を北同
神庁と名員下宮前則え上はたてあ今百いー百於仕衣そ正陵に
社靡畠が四祭 に＋るが懸 のる回の嘉人名い説·の式をて
□ 総し列名員久斎時天り念 徹為篇虐り皇贔；塁且後言言貫
芹長だ立言祠篇手責讐門真 門予願—―りえ習をに奉さし天

た定祭つ挙のる礼受更仕せ、皇
習時のに一所祭にしナ衣者て橿畝
礼間目祈動役典望、し一頂原傍

.............................................................................................................................................. 

祭らの全神詞供しれの餓ー願御長
詞れ献国青をさ二約回で拝祭参‘
を‘酒四協奏れ柱五廊は‘が列神
奏神の十よさ‘の十に幣御斎の青
上青目七りれ久御名左殿扉行も協
、協録都のtっ保祭の右ヵ、開さと四
橿長が道幣筏田神手側ら扉れ国名
原友神府吊、宮に長の外にた家の
神会前県並次司神がそ拝続°安顧
宮長にかびいが餓奉れ、殿き宮寧問
巫が奉らにで祝が仕そへ献司祈の
............................................................................................................................................. 

にそ動みる於厚 典ー撰れび員女
着れとことい意祭は拝‘た紀参に
いぞ新の、てに典終に閉°元列よ
たれた祭一直よ後了て扉次奉者る
°のな典同会りはし凡がに頌一扇
お使にはが同橿たそ行玉の同舞
社命奉緊執宮原゜二ゎ串歌にの
ヘ感仕張り養神 時れ拝がて奉
のをし感行正宮 間‘礼奉国奏
帰旨たもわ殿の の宮、唱歌
路に感和れに御 祭司撤さ並祭
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冒

宗
像
大
社
歌
会
詠
草

大
西
晶
子
選
毎
月
2
5
日
メ
切

[
福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦

ぷ
走
る
水
路
の
そ
ば
に
洗
車
せ
り
こ
こ
ろ
ゆ
く
ま
で
バ
ケ
ツ
を
使
ひ
て

一
思
う
さ
ま
水
を
使
い
洗
車
す
る
気
持
ち
よ
さ
が
よ
く
出
て
い

二
る
。
結
句
〈
バ
ケ
ツ
で
汲
み
て
〉
に
。

宗
像
市
日
の
里
石
松
弘
次
一
宮
若
市
宮
田
本
田
エ
リ
ナ

ふ
う
り
ん
や
努
カ
一
筋
の
札
さ
げ
て
夕
風
吹
け
ば
り
ん
り
ん
と
鳴
る
ふ
水
面
に
も
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
声
鳴
り
ひ
び
き
皿
焦
た
ち
に
初
夏
告
げ
る

‘
努
カ
一
す
じ
、
と
頑
張
っ
て
い
る
よ
う
な
風
鈴
が
面
白
い
。
擬
音
語
も
あ
り
一
季
節
感
が
あ
り
発
想
が
魅
力
的
。
三
句
は
鳥
の
声
に
は
少
し
強

＿
ふ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
こ
の
歌
で
は
「
勇
気
凛
々
」
の
感
じ
で
、
効
い
て
い
る
。
二
い
の
で
〈
ひ
び
き
来
て
〉
く
ら
い
に
。

北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
光
子
[
宮
若
市
水
原
吉
崎
美
沙
子

白
桃
の
甘
き
い
た
み
を
思
慕
と
な
し
生
へ
の
執
着
一
日
一
日
が
：
じ
ゃ
が
芋
を
掘
り
し
ば
か
り
の
荒
土
に
雀
砂
浴
ぶ
頭
地
に
つ
け

誰
か
へ
の
思
募
を
生
き
が
い
に
す
る
作
者
が
魅
力
的
。
〈
白
桃
の
甘
き
痛
一
雀
の
描
写
が
丁
寧
で
、
リ
ズ
ム
も
良
い
歌
。
四
句
の
雀
は
漢
字

9
み
を
も
つ
思
慕
に
ひ
と
日
ひ
と
日
を
惜
し
み
て
生
き
る
〉
と
し
て
み
た
。
二
．
が
続
く
の
で
表
記
を
〈
す
ず
め
〉
に
。

宗
像
市
多
證
早
川
祥
三
一
宗
像
市
日
の
里
秋
吉
嘉
範
・
ペ
に
ば
か
ま
み

震
度
3

体
験
し
つ
つ
読
経
な
る
十
三
回
忌
の
香
も
か
す
か
に
云
紅
袴
巫
女
た
ち
踊
る
筑
紫
舞
動
き
優
雅
で
拍
手
起
れ
り

状
況
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
法
事
の
最
中
の
地
震
と
読
ん
だ
。
「
ー
舞
に
魅
了
さ
れ
た
作
者
。
初
句
は
〈
紅
袴
の
〉
、
二
句
〈
巫
女
た

亡
二
旬
〈
読
経
聞
く
〉
、
結
旬
〈
香
煙
の
中
〉
と
し
て
は
。
ニ
ー
ち
の
舞
う
〉
、
四
句
は
〈
優
雅
な
振
り
に
〉
と
し
た
い
。

福
津
市
若
木
台
山
崎
公
俊
[
宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

風
さ
や
さ
や
楠
の
並
木
が
み
ど
り
葉
の
歌
ふ
を
と
な
り
へ
と
な
り
へ
渡
す

3庭
に
咲
く
ピ
ン
ク
色
し
た
紫
陽
花
は
日
に
日
に
変
は
り
青
く
な
り
た
る

葉
の
さ
や
ぐ
楠
の
並
木
が
連
動
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
一
毎
日
色
の
変
わ
る
紫
陽
花
に
注
目
し
て
い
る
作
者
。
二
句
〈
薄

一
だ
。
メ
ル
ヘ
ン
の
よ
う
な
作
者
の
世
界
゜
ニ
ー
紅
色
の
〉
四
句
〈
日
ご
と
色
変
へ
〉
に

宗
像
市
宮
田
山
本
静
子
一
◆
選
者
詠

」
ふ
る
さ
と
の
小
倉
に
米
軍
基
地
あ
り
き

歩
行
器
で
あ
ゆ
み
い
る
吾
お
と
な
り
の
梅
採
る
方
と
は
じ
め
て
会
釈
す
i

朝
鮮
戦
争
あ
り
し
そ
の
こ
ろ

歩
行
器
で
近
づ
き
隣
人
と
会
釈
を
交
わ
す
作
者
。
親
し
く
な
っ
i

五
基
地
ち
か
き
城
野
の
鉄
道
線
路
沿
ひ

l
た
と
思
わ
せ
る
温
か
み
が
歌
に
あ
る
。
じ
ゃ
．
）
の

北
九
州
市
門
司
区
北
野
カ
ズ
ミ
一
カ
ン
ナ
咲
き
ゐ
き
燃
ゆ
る
朱
赤
に

大
玉
の
ブ
ル
ー
あ
ぢ
さ
ゐ
雨
を
あ
び
ふ
ゆ
る
重
さ
や
な
べ
て
う
な
だ
る
[

（
と
て
も
目
の
良
い
作
者
だ
。
三
・
四
句
を
〈
降
る
雨
に
重
く
な
[

l
れ
る
や
〉
と
し
て
は
い
か
が
。

宗
像
市
池
田
森
龍
子
~

手
作
り
を
譲
ら
ぬ
吾
が
一
品
の
冷
凍
食
に
箸
の
止
ま
り
ぬ
i

手
作
り
の
食
事
に
誇
り
を
持
つ
作
者
だ
ろ
う
。
箸
が
止
ま
っ
[

た
の
は
外
食
中
か
、
場
所
が
出
る
と
良
い
。
i

俳
句0

ロ

宗
像
市
多
膿
早
川
祥
一

祖
母
の
手
の
餅
は
が
め
の
葉
舌
で
は
ぐ

ー
闘
戸
[

さ
れ
ま
し
た
神
職
の
研
修
を
受
講
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
神
社
界
で
は
様
々
な

研
修
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ

研
鑽
を
高
め
て
い
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま

す
。
今
回
の
参
加
者
は
私
の
よ
う
に
、

奉
職
し
て
年
数
の
浅
い
神
職
が
対
象
で

し
た
▼
神
職
と
し
て
奉
仕
す
る
こ
こ
ろ

構
否
や
、
集
団
生
活
な
ど
研
修
を
通
し

て
様
々
な
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。
ま
た

奉
職
し
て
こ
れ
ま
で
の
自
分
を
省
み
る

時
間
に
も
な
り
ま
し
た
▼
「
初
心
忘
れ

る
べ
か
ら
ず
」
こ
の
言
葉
を
忘
れ
ず
に

こ
れ
か
ら
、
日
々
の
奉
仕
に
励
ん
で
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
マ
梅
雨
が
明
け

ま
し
て
、
暑
い
日
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

お
体
に
は
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。
（
黒
）

発
行
所

宗
像
大
社
社
務
所
・
宗
像
会

住
所
〒
八
―

-
I
三
五
0
五

福
岡
県
宗
像
市
田
島
二
三
三
一

電
話
（

O
九
四
0
)六
ニ
ー
一
三
―
一
（
代
）

発
行
人
葦
津
幹
之

編
集
人
大
塚
・
鈴
木
・
黒
神

制
作
•
印
刷
ゼ
ネ
ラ
ル
ア
サ
ヒ

つきなみ

1 ・ 15日月次祭

午前10時～嵩宮祭
第二宮•第三宮祭

宗像護国神社祭(1日）
午前11 時～総社祭
浦安舞奉奏(1日） 盟栄舞奉奏(15 日）
1 日御嶽神社遷座祭
••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
7日午後8時～

中津宮七夕祭 於＝大島・中津宮
•••••••···••···•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
15日午後7時～

宗像護国神社戦没者慰霊祭
於＝宗像護国神社




